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地域とともに歩む
コミュニティーバンクであるために・・・

経営理念・経営方針経営理念・経営方針

地域社会繁栄への奉仕

地元中小企業の健全な発展のサポート

豊かな家庭生活実現へのお手伝い

地域社会繁栄への奉仕

地元中小企業の健全な発展のサポート

豊かな家庭生活実現へのお手伝い

経営理念

地域金融機関としての使命を認識して、

地域性と公共性に立脚し、自己責任原則を

踏まえた健全な経営の展開

地域金融機関としての使命を認識して、

地域性と公共性に立脚し、自己責任原則を

踏まえた健全な経営の展開

経営方針

当金庫は、相互扶助の精神のもとに協同組織金融機関と

しての社会的役割を全うすべく業務に邁進してきた結果、

地域社会の発展に貢献するとともに、信用というかけがえ

のない財産を築くことができたものと信じています。

長期的に発展していくためには、信用金庫経営の原点に

立ち返って、会員の皆様からの支持と信頼関係を確立し、

地域社会との共存共栄を図る必要があると考えています。

当金庫は、地域に密着した金融機関として、当金庫が

築いてきた情報、企画力を基に、真にお客様の立場に

立った「お客様本位」のサービスを提供し、

より高い顧客満足度の実現を目指しています。

自己資本の充実、各種リスク管理の徹底及び経営全般に

亘る効率化・合理化に努め、強固な経営体質を構築します。

地域金融機関として、地域活動への参画、

地元中小企業への支援、地域社会への貢献を通じて

豊かな地域社会づくりを目指します。

新時代を志向して柔軟な発想と豊かな人間性を

備えた人材を開発育成することにより、高いモラルと

誠意をもって、地域社会の要望に応えるために質の高い

金融サービスの提供に努めます。
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地域密着型金融推進計画地域密着型金融推進計画（平成（平成1717年～年～1818年度・重点強化期間）年度・重点強化期間）

の取組みに対する評価の取組みに対する評価

●研修会への参加や資格取得推奨により役職員のスキルアップを図りました。

●経営支援課・営業店・中小企業診断士による三位一体となった取引先の支援

を行いました。また、経営者セミナーや各種相談会を開催いたしました。

●「設備担保制度」による新商品等の開発を行いました。

●リスク管理・収益管理態勢の強化を図りました。

●総代の選考基準や選考手続きの透明化を図りました。。

●●取組方針及び取組み状況を理解していただくために、グラフや図を多く取り

入れたディスクロージャー等により、積極的な開示を行いました。

取組みに対する分析・評価

事業再生・中小企業再生の円滑化

経営力の強化

地域の利用者の利便性向上

●地域活性化のための助成及びセミナーの開催を行いました。

●各種スポーツ大会の開催や道路清掃活動等を行いました。

●利用者満足度向上のためのアンケートを実施し、業務への反映を行いました。

◎ 主な取組み

当金庫は、平成17年8月に策定・

公表した「地域密着型金融推進計

画」に対し、地域経済の活性化に

貢献していくための、様々な施策

に積極的に取組んできました。

取組みの中には、推進中のもの

も一部ありますが、推進の効果も

徐々に顕在化しており、一定の成

果があったものと考えています。
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地域密着型金融推進計画地域密着型金融推進計画（平成（平成1717年～年～1818年度・重点強化期間）年度・重点強化期間）

の取組みに対する評価の取組みに対する評価

36.0%

38.0%

40.0%

42.0%

預金ｼｪｱ 36.49% 38.72% 39.66%

融資ｼｪｱ 37.45% 41.30% 42.48%

平成15年3月 平成17年3月 平成19年3月

地域シェアの推移

積極的な取組みの結果、お客さまに支持され、
地域融資シェアは42.48%（重点強化期間中
+1.18ﾎﾟｲﾝﾄ）となりました。

ランクアップ推移

【集中改善期間Ｈ15.4～Ｈ17.3】

ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ

10.3%

変化なし・ﾗﾝｸﾀﾞｳﾝ

89.7%

ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ率ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ率

10.3%10.3%

【重点強化期間Ｈ17.4～Ｈ19.3】

ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ

27.5%
変化なし・ﾗﾝｸﾀﾞｳﾝ

72.5%

ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ率ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ率

27.527.5%%

◎ 主な取組み結果
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２.お客様本位の経営

１.社会的責任と持続可能性の確保

「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）

基本的考え方基本的考え方

当金庫は、金融機能の提供にとどまらず、企業としての社会的責任を自覚し、地域経済の発展や豊か

な暮らしをお手伝いすることにより、地域の持続的繁栄に寄与していきたいと考えています。そのため

には、地域社会に貢献しつつ、事業に伴うリスクに耐え得る健全性を確保していくビジネスモデルの構

築を行い、地域社会に期待され、信頼される金庫を目指します。

当金庫は、真の顧客本位の経営を追求し、お客様に安心感と満足感をもっていただける地域密着型の

金融サービスを目指します。
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３.地域密着型金融推進計画の基本方針

新地域密着型金融の推進をするにあたり、地域密着型金融の本質を踏まえ、当金庫の強みである「会

員の皆さまやお客さまの顔が見える営業体制」を活かし、地域経済の活性化に取組みます。

「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）

基本的考え方基本的考え方

４.地域密着型金融推進のための態勢

項目毎に担当部署を決定し推進を行うとともに、アクションプログラム推進プロジェクト会議にて進

捗状況をチェックし常勤理事会等へ報告の上、ディスクロージャー等にて公表します。また、事業計画

等に本計画の考え方を盛り込み、役職員へ趣旨・方針及び計画内容の周知徹底を図り、役職員一丸と

なった推進を行います。

以上の基本的な考え方に基づき、新地域密着型金融推進計画を推進します。また、本計画は平成20年

度までの計画としておりますが、平成20年度で終了するのではなく、再度計画の見直しを行い、継続し

た推進を図るものです。
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「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）のの
個別施策と目標個別施策と目標
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● ●

● ●

●

● ●

●

●

●

● ●

● ●

● ●

（平成19年度～20年度）
融資推進部を中心に積極的な推進を図ります。

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

スケジュール

支援先の選定を行い、中小企業診断士との連携による支援を行います。

経営者向けセミナーを開催します。【目標：年3回】

支援担当者スキルアップ研修会を開催します。【目標：年4回】

取組実績等をディスクロージャー等で公表します。

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

事業計画や教育訓練スケジュールに沿って各種研修会への積極的な参加を行うとと
もに、研修終了後の還元研修により職員のスキルアップを図ります。

（１）ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の強化

取組み方針 具体的取組策等

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）
事業の再生見通しに合理的な理由
が認められ、かつ、再生の可能性
が高いと判断された案件に対して
は、中小企業再生支援協議会等の
活用に積極的に取組みます。

外部コンサルタント会社との提携
により、中小企業診断士・経営支
援課・営業店三位一体となった支
援を実施するとともに、ノウハウ
の吸収に努めます。

業界団体が実施している「中小企
業支援講座」「目利き融資・企業
アドバイス講座」等に積極的に職
員を派遣し、職員の更なるスキル
アップを図ります。

（平成19年度～20年度）

  創業期・成長期・成熟期など企業の
成長段階に合わせたきめ細かい支援は
不可欠であり、そのために、研修会や
中小企業診断士との同行訪問等によ
り、職員の目利き能力向上等のスキル
アップを図るとともに、経営者セミ
ナー等による情報提供に取組みます。
また、各種手法の活用等による取引先
企業の支援に取組みます。

（平成19年度～20年度）
「しんきんニューリーダーズ・ク
ラブ」への継続的な支援により、
若手経営者の育成に積極的に取組
みます。

信用保証協会の再チャレンジ支援
制度の活用を図ります。

活用可能案件の継続した調査を行い、可能と判断された案件に対しては、対象先と
協議の上、中小企業再生支援協議会等の活用を行います。再生実績については事例
の公表を行います。

該当案件の依頼に対しては、保証制度の活用等により積極的に取組みます。

「しんきんニューリーダーズ・クラブ」の事業計画に沿った活動を支援します。

創業・新事業支援に対し、勉強会
等によりスキルアップを図るとと
もに、積極的な推進を行います。

業種別等の勉強会を開催します。【目標：年4回】
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「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）のの
個別施策と目標個別施策と目標
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● ●

● ●

●

  財務内容に終始することなく、また
不動産担保・個人保証に過度に依存せ
ず、取引先の資金ニーズに応えるた
め、各種融資商品や証券化手法等の新
しい資金供給について、検討・開発を
行い、多様な手法を用いた資金供給を
図っていきます。

業界団体が実施している「中小企
業支援講座」「目利き融資・企業
アドバイス講座」等に積極的に職
員を派遣し、職員の更なるスキル
アップを図ります。

不動産担保・保証に過度に依存し
ない融資商品の検討・開発及び商
品性の再検討を行うとともに推進
を図ります。

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

事業計画や教育訓練スケジュールに沿って各種研修会への積極的な参加を行うとと
もに、研修終了後の還元研修により職員のスキルアップを図ります。

ＡＢＬ・スコアリングモデルによる融資等、不動産担保・保証に過度に依存しない
融資商品の検討・開発を行います。

不動産担保・保証に過度に依存しない融資の推進を図ります。
（平成19年度～20年度）

（２）事業価値の見極による融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底

取組み方針 具体的取組策等 スケジュール
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「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）のの
個別施策と目標個別施策と目標
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● ●

●

● ●

●

● ●

● ●

●

●

（３）地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

スケジュール

無料法律相談会を開催します。【目標：年12回】

多重債務者を増加させないため、研修会の実施や冊子の配布等による予防策を行いま
す。

消費者金融連絡会等と連携し、研修
会の実施や冊子の配布等により、多
重債務者の予防を図ります。また、
既存の多重債務者に対しては無料法
律相談による対応や、市役所等の相
談窓口の紹介を行います。

  都市部との格差などにより、地方では
多くの問題が存在しており、地域経済の
活性化を総合的に図っていくことが必要
と認識しています。その中で、当金庫は
大多数の地域住民にとって多様な金融
チャネルの主要な窓口となっていること
から、事業性貸出に留まらない多様な金
融サービスの提供・推進により、地域全
体の活性化につなげていくことが必要と
考えています。また、資金供給者として
の役割に留まらず、地元の情報を活用し
た持続可能な貢献を行うなど、地域金融
機関としての役割を積極的に果たしてい
く方針であります。

地域の経済情報提供機能として、地
場産業景況レポートの継続した発刊
を行います。

アンケートの実施、分析、反映を行
います。

取りまとめた結果、改善事例の公表を行います。
（平成19年度～20年度）

取組み方針 具体的取組策等

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）
ニーズの把握により商品・サービスの見直しや新商品開発検討等を行います。

（平成19年度～20年度）
発刊内容の見直しを行い発刊を行います。【目標：年4回】

満足度向上のためのアンケート実施と集計、分析を行います。【目標：年1,000先】

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）
地域活性化のため、外部講師による
セミナーの開催や、各種団体への助
成を行います。 地域振興基金による助成を行います。

地域活性化セミナーを開催します。【目標：年1回】
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「「新新地域密着型金融推進計画」地域密着型金融推進計画」 （平成（平成1919年～年～2020年度）年度）のの
個別施策と目標個別施策と目標
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● ●

●

●

●

● ●

●

● ●

●

●

  統合的リスク管理方針に基づき、ア
ウトライヤー規制におけるＶａＲの計
測を行い、自己資本管理及び統合的リ
スク管理における適切なリスク資本の
配賦に取組みます。

信用格付の精度向上を図り、格付区分毎のデフォルト率算出に取組みます。
（平成19年度～20年度）

モンテカルロ法において試行的に信用リスクの計量化に取組みます。
（平成19年度～20年度）

信用リスクの測定及び検証に取組みます。
（平成19年度～20年度）

与信ポートフォリオの信用リスク
計量において、新規の融資案件の
取組み等、機動的なポートフォリ
オ運営を行うため、信用VaRの試
行的算出を行うとともに検証を行
います。また、信用格付の精度向
上を図り、格付区分ごとのデフォ
ルト率算出に取組みます。

ディスクロージャーにて、総代会機能・総代選任方法、決議事項等の情報開示を行
います。

監督指針による決算毎の年1回報告時に、報告内容を営業店及びホームページにて
情報開示を行います。

（平成20年度）

取組み方針 具体的取組策等

会員になろうとする者に対する適
切な説明の実施・総代以外の会員
からの意見の反映及び総代会の適
切な情報開示を行います。

業界団体から示された開示方針を
踏まえ、開示項目及び説明方法を
検討し、ディスクロージャーや
ホームページ等において、利用者
に分かりやすい情報開示を行いま
す。

➢総代会の機能向上に向けた取組み
  以前からの取組みとして、「会員の
声を総代会に」「総代会の声を金庫経
営に」反映させることを基本方針とし
てガバナンス強化に取組んでいます。
今後も会員の意見を反映させるスキー
ム構築を行い、総代会の機能向上等に
向け取組みます。

➢情報開示の充実に向けた取組み
  業界団体から示された開示方針を踏
まえ、会員や地域の利用者が金庫の経
営内容・質に対する評価・理解を容易
にする、情報開示を積極的に行いま
す。

出資加入時に営業店職員の適切な説明態勢の強化を図るために研修会を実施しま
す。

（平成19年度～20年度）

（4）経営力強化に向けた取組み

スケジュール

➢信用リスク管理態勢の充実

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

ディスクロージャー・半期ディスクロージャーに、本計画の方針及び進捗状況の掲
載を行います。

（平成19年度～20年度）

（平成20年度）

アンケートを実施します。

総代会等で会員アンケート結果及び改善結果を報告します。
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● ●

●

●

●

●

●

●

自己資本管理・統合的リスク管理における全体リスク量の把握と許容資本の配賦の
決定に取組みます。

取組み方針 具体的取組策等

ＶａＲによる市場リスク計測方法の決定及びリスク量の把握に取組みます。

アウトライヤー規制における金利
リスクの計測や市場リスクＶａＲ
の計測を行い、自己資本管理及び
統合的リスク管理における適切な
リスク資本の配賦を行います。こ
れに基づいた有価証券の運用及び
市場リスク管理態勢の充実を図
り、自己資本・収益力・集中リス
ク等を勘案した適切な限度枠の設
定を含めた規程の見直しを行いま
す。また、有価証券の価格等の変
動が経営に与える影響は、ストレ
ステストを実施するとともに仕組
債等内包するリスクを把握し、経
営陣へ定期的に報告する態勢とし
ます。

限度枠の設定を含めた余裕資金運用規程関連、リスク管理規程の見直しを行いま
す。

仕組債のリスク管理報告を行います。
（平成19年度～20年度）

スケジュール

（平成19年度～20年度）

金利リスクにおけるアウトライヤー比率の定期報告を行います。
（平成19年度）

➢市場リスク管理態勢の充実
  統合的リスク管理方針に基づくもの
で、多様なリスクの正確な把握、適切
な管理・運営を通じ、収益力の向上を
図り、適切な業務の遂行を可能にする
ものと考え、下記基本目標のもと、統
合的リスク管理において市場リスク量
を計測し、リスク資本の配賦に基づい
た運用と管理態勢の充実を図ります。
① 健全経営：健全かつ安定した経営
　 を行うため、低リスクを基本とし
　 た資産・負債の総合管理を徹底
　 し、自己資本の充実に努めます。
② 適切なリスク管理：総合的なリス
　 ク管理の徹底により、リスクの総
　 量が当金庫の体力を上回らないよ
　 うに適切に管理します。
③ 安定収益の確保：総合的なリスク
　 管理の徹底により、リスクに見
　 合った適切な収益を確保するとと
　 もに収益の安定化を図ります。

ＡＬＭ委員会規程の見直しを行います。

統合的リスク管理・自己資本管理・オぺリスク管理規程の制定を行います。
（平成19年度）

（平成19年度～20年度）

（平成19年度）
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●

●

●

●

●
・投信窓販 　（平成19年度～20年度）
・外為法令遵守
・保険窓販
・臨店指導用チェックリスト

● ●

●

●

● ●

コンプライアンスチェックリストによるモニタリングを行います。【目標：年4回】

➢利用者保護の徹底
実施スケジュールについては、事業年度ごとにコンプライアンスプログラムを作成
し、年間スケジュールに沿って役職員のスキルアップを図ります。

（平成19年度～20年度）
コンプライアンス担当者研修会を実施します。【目標：年6回】

  金融サービスが複雑化・多様化する
中、１９年９月施行の金融商品取引法
を踏まえ、利用者保護等に向けて積極
的に取組みます。

取組み方針 具体的取組策等 スケジュール

コンプライアンス委員会を実施します。【目標：年4回】

その他チェックリストによるモニタリングを行います。

（平成19年度～20年度）

預金の不正引出や口座の不正利用
等の金融犯罪防止に取組みます。

キャシュカードのＩＣカード化に取組みます。

（平成19年度～20年度）

金融商品勧誘時の説明体制強化のため研修会等を行います。
（平成19年度）

（平成19年度～20年度）
営業店モニタリングにより、説明体制の検証を行います。

（平成19年度～20年度）

（平成19年度～20年度）

健全かつ適切な業務運営を確保す
るため、法令等遵守体制等の研修
会の開催やモニタリングによる検
証を行います。

金融商品販売における説明等基本規程の制定を行います。顧客の知識、経験及び財産の状況
等を踏まえた重要事項等の説明、
その他の健全かつ適切な業務運営
を図るため、規程の整備や研修会
等の開催に取組みます。


